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In　order 　to　clarify　the　effect 　of 　uniform 　flow　tUrbu］ence ，　aerodynamic 　sound 　and 　static　pressure　fie］ds　were 　measured

in　a　low−noise 　wind 　tUnnel　with 　an 　active 　tulbulence　generator．　The　experimental 　results 　showed 　that　influence　of

turbulent　jntensity　for　aeredynamic 　sound 　generation　was 　not 　clea 【 However ，重he　noise 　levels　depended 　on 　the　eddy

scale 　of 　the　uni 　f（）皿 flow．　The 　spanwise 　coherence 　length　efcircular 　eylinder 　depended　on 　the　scale 　ofincoming 　flow．
Since　the　 spanwjse 　scale 　decreased孟n 　the　la【ge−scale 　turbulent　field，　as　a　result，　resuhant 　 aerodynamic 　noise 　 also

decreased．　It　indicated　that　the　scale 　ofthe 　unifomm 　flow　dominant　parameter　fbr　aerodynamic 　noise 　generation　in

turbulent　Oow　fields．　The　phase 　averaged 　static　pressure　fields　were 　also 　measuTed ．　The　experimental 　results　showed

that　the　large　scale 　eddies 　ofthe 　uniform 　flow　destroyed　KArmtin　vortex ，　Therefore，　Ktirmtin　vortex 　disappeared　when

the　seale 　ofuniform 　flow　weTe 　almost　the　same 　as　the　diarne重er　ofthe 　cylinder ．

1．は じめ に

　主流の 乱れや渦 ス ケール が 空 力音 の 発 生に どの ような影響 を及

ぼすか を調べ るため，乱 流発生装置 を用 い て 主流の 乱れを制御 し

た流れ場 に置け る空 力騒 音計測 を行 い ，空 力騒音 と主流の 乱れお

よU堝 ス ケ
ー

ル の 関係にっ い て 検討 を行 っ た．また，円柱の ス パ

ン方向におけ る渦の 相関長お よび物体後流の 静圧変動を計測する

こ とによ り，流れ と音の 関係 にっ い て調べ た．

2．乱流発生 装置

　乱流発生装置及び 乱流格子 を風 洞 出 口部に 設置 し，主流の 乱れ

鍍 を 1％か ら 15．6％まで 変化 させ，円柱 （直径 D − 10mm か ら

30   ） か ら捌 され る空力騒音及備 袵 変動場，渦 ス ケール の

計測を行 っ た．乱 流発生装置に よる空力騒 音の 発生 を抑制す るた

め，乱流発生 装置の 下流にサイ レ ン サ を設置 した．

3．実験 結果

　乱れ強度を変化 させ た 実験結果か ら，主 流の 乱れ 強度 を変化 さ

せ ると空力騒音が変化する こ とを確認 したが，円柱の 直径 に よっ

て変化の様子が異なるなど，空力騒音の 大きさは単純に乱れ弓鍍

に よっ て の み 決ま る もの で はない こ と がわか っ た．

　図 1に 空力騒音に対する 主流の 渦ス ケール の 影響を示す．主流

の 渦 ス ケ
ー

ル L が円柱直径D とほ ぼ等 しい 場合，通常の 風 洞実験

（主流の 渦ス ケ
ー

ル が 小 さい場 合〉に 比 べ て 空 力騒音が約 9dB 小

さくなる，主流の 渦ス ケ
ー

ル が直径よ りも小 さい場合は空力騒 音

の 変化は 小 さく，渦 ス ケ
ー

ル が直径 よ りも大きい 場合は，5dB 程

度，空力騒音が低 下す る．この こ と か ら，主流が乱流の 場合の 空

力騒音 レベ ル は 乱れ強度だけで なく，渦ス ケール に も依存す るこ

とがわか る．特に カ ル マ ン 渦に起因する よ うな大規模 渦か らの 空

力騒音の 場 合，主流の渦ス ケ
ール の 影 響が顕 著で ある．

　図2 に 円柱後流の 静圧変動の 位相 平均分布 を示す．主流の 乱れ

が小 さい 場合はカル マ ン 渦に よる負の 静圧 の 集中領 域が 観察 され

る．一
方，主流乱れが大きい 場 合は，千鳥配 置の tee造は観察さ

れ るもの の，負圧の 集中領域は小 さく，またその 絶対値も小 さくな

っ て い る こ とがわか る．っ ま り，主流の 乱れ成分 に よ っ て カ ノレマ

ン渦が崩壊 して い る こ とがわか る．こ の 結果，空力騒音が小 さく

なるもの と考 え られ る，
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4．結論

　主流 の 乱れ と渦 ス ケール が 空 力騒音に 及 ぼす影響を実験的に 調

べ 以下の 知見を得 た．

（1）主流の 乱れ 強度の 増加 に伴い 円柱の 空力音 は低 下す るが，そ

　　の 低下 の 傾 向は 円柱の 直径 に よっ て 異な る．

（2）円柱の 直径 と主流の 渦 ス ケ
ー

ル が同 程度の とき，騒音 レ ベ ル

　　は約 9dB 低下する．

（3）カル マ ン 渦 の よ うな大規模構 造渦 に起因す る 空 力騒 音に 対 し

　　て は，主 流の 乱 れ よ り も渦 ス ケ
ール の 影響が 大きい ．
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